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はじめに 



 ウイン・パートナーズは 

 

心臓カテーテル製品で 
国内トップシェアの         

医療機器商社グループです 
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 ２社の持株会社として２０１３年設立 

  

創業 1973年 1983年 

宮城県・福島県 主要地域 首都圏 
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 社名の由来 

なぜ 「ウイン・パートナーズ」 と名付けたのか？ 
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なぜ 「パートナーズ」なのか？ 

 当社の属する業界の課題 

6 

医療機器卸業は約1,200社が全国に存在し、 

無駄な中間コストが発生 

業界再編による効率化を進めることが 

国民医療費抑制には必要不可欠 



 医療機器卸業界マップ （治療用医療機器上位100社） 

ウイン・インターナショナル 

テスコ 

上場会社及びそのグループ会社 

非上場会社 

カワニシ 

山下医科器械 

グリーンホスピタルサプライ 
協和医科器械 

栗原医療器械店 

竹山 

テスコ 

（出典） 

  Ｒ＆Ｄ「医療機器・用品年鑑2013年版」に基づき当社作成。 

  ＊対象企業：医療機器卸・小売、医療機器メーカー販社の内、 

        売上高上位100社（直近の処置用機器売上高を使用） 

ウイン・インターナショナル 

朝日インテックＪセールス ＤＶＸ 
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 基本方針 

当社の理念に賛同する企業を 
パートナーとして迎えていきます。 
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企業理念 

すべての人にベター・クオリティ・オブ・ライフを提供
し、豊かな社会の実現に貢献します。 

新しいニーズを創造し、次世代医療関連ビジネスの
リーディングカンパニーを目指します。 

企業ビジョン 



 低侵襲医療分野に特化 
（ていしんしゅう） 

※低侵襲とは、検査や治療において、
身体に対する侵襲、つまり身体的負
担（熱・出血・苦痛）を少なくすること。 
  
患者様の 
生活の質（ＱＯＬ=Ｑｕａｌｉｔｙ ｏｆ ｌｉｆｅ）の
向上が可能。 
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 事業の特徴 



 低侵襲治療の効果～入院期間の短縮 
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会社概要 



 会社概要  

証 券 コ ー ド ： 3183 ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）  

本 社 ： 東京都台東区台東四丁目24番8号 

資 本 金 ： ５億５千万円   

事 業 内 容 ： 医療機器販売等を行うグループ企業の経営管理  

代表者及び役員構成 

 
： 代表取締役社長 秋沢 英海  
   他、取締役 ４名(うち、社外取締役 １名） 
   監査役 ３名（うち、社外監査役 ２名） 

1 0 0％連 結 子 会 社  ： ㈱ウイン・インターナショナル、テスコ㈱ 

グ ル ー プ 従 業 員 数 ： 368名 （2013年12月31日現在）  

発 行 済 株 式 数     ：  15,251,655株 (自己株式：897,433株を含む） 
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 事業内容 

仕入れは円建て   為替の影響は直接受けない 
 

＜主要仕入先＞ ボストン・サイエンティフィックジャパン、テルモ、日本ライフライン、アボットバスキュラージャ

パン、日本メドトロニック、日本光電工業、フクダ電子、エドワーズライフサイエンス、ジョンソン・エンド・ジョンソン、グッ
ドマン、セント・ジュード・メディカル、コヴィディエン・ジャパン、GEヘルスケア・ジャパン他 

顧客は国内先進医療施設 

独立系の医療機器商社グループ 
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商品 



 営業拠点ネットワーク    

● ウイン・インターナショナル営業所 

■ ウイン・インターナショナル出張所 

★ テスコ営業拠点 
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全国体制の構築に向け、 
事業所を展開中 



 当社の強み ① 

心臓のスペシャリスト 
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心疾患関連製品の 
売上構成比 

心臓律動管理関連 
（ＣＲＳ）：18% 

心臓血管外科関連 
（ＣＶＳ）：11% 

末梢血管疾患関連（ＰＰＩ） 
及び脳外科関連：８% 

糖尿病関連 
（ＤＭＳ）：１% 

その他：21% 

虚血性心疾患関連 
（ＰＣＩ）：41% 



 当社の強み ② 

専門商社ならではの適正使用支援 

 

手術前 
 

 

• 手術プランニングの確認 

• 症例に最適な医療機器の選択 

• 使用方法の説明、出荷サイズの決定、納品等 

手術中 
• 緊急時対応の為、待機等 

手術後 

 

• 未使用品の回収、返品、代金請求 

• 補充、在庫管理等 
 

＜手術ごとに異なる製品を正しく使用する為の医療現場支援＞ 
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 当社の強み ③ 

病院経営の視点からの提案 

   
        医療の質向上 

最先端の技術、
製品の提案 

 

医療機関の 
価値向上 

集患施策 
高度医療化、 
設備投資提案 

人材補強支援 

医療機関の 
収益性改善 

コスト削減、 
利益改善提案 
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 主要取扱製品 

低侵襲治療、心臓治療の医療機器が主軸 

数千万～数億円 

大型医療機器 

ＭＲＩ 

末梢血管疾患関連 
（ＰＰＩ） 

末梢血管用ステント 
￥210,000 

ステントグラフト 
（腹部） 

￥1,520,000 

ＣＲＴＤ 
（両室ペーシング機能 
付き植込型除細動器） 

￥4,090,000 

ＤＥＳ 
（薬剤溶出型ステント） 

￥295,000 

心臓律動管理関連 
（ＣＲＳ） 

虚血性心疾患関連 
（ＰＣＩ） 

ＰＴＣＡ 
バルーンカテーテル 

￥79,100 

心臓血管外科関連 
（ＣＶＳ） 

糖尿病関連 
（ＤＭＳ） 

インスリンポンプ 
（レンタル・販売） 

特定保険医療材料：国が価格を決定（公定価格）、２年に１度価格の見直し 
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  “低侵襲治療”を心臓以外へ拡大 

ＲＦＡジェネレータ・ハンドピース 

塞栓用コイル・ 
ＣＡＳ(頚動脈用ステント) 

下肢・頭頚部・腹部領域 
ＰＴＡバルーンカテーテル 

・マイクロカテーテル 
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 セグメント別売上高 

虚血性心疾患関連 
 （ＰＣＩ）：41％ 

第３四半期連結売上構成比 

心臓律動管理関連 
 （ＣＲＳ）：18％ 

心臓血管外科関連 
 （ＣＶＳ）：11％ 

末梢血管疾患関連 
 （ＰＰＩ）：５％ 

脳外科関連：３％ 

糖尿病関連（ＤＭＳ)：１％ 

大型機器：９％ 

その他：12％ 

20 



   
        

追い風 

高齢化による症例数の
増加 

医療技術の進化、新製
品開発による治療領域、
市場の拡大 

 

 事業環境 

向かい風 

２年毎の償還価格※の
改定による販売価格の
低下 

 

※ 健康保険の給付対象となる医療機器について、保険者に対して請求する価格 
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経皮的冠動脈形成術 
   心筋梗塞、狭心症等を血管内から治療する低侵襲治療法 

ＰＴＣＡバルーンカテーテル 

ＤＥＳ（薬剤溶出型ステント） 

ＩＶＵＳ（血管内超音波）診断カテーテル 

 虚血性心疾患関連（ＰＣＩ） 
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ＰＣＩ市場の推移（症例数） 
（単位：千件） 

（出典）Ｒ＆Ｄ「医療機器・用品年鑑2013年版」 22 

〔血管内治療イメージ〕 

248,000 



 心臓律動管理関連（ＣＲＳ） 

Ｃ Ｒ Ｔ Ｄ 
（両室ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器 ） 

ペースメーカ・ＩＣＤ・ＣＲＴＤ移植術 
  不整脈等を治療する医療機器を埋め込む治療法 

ペースメーカ 
Ｉ Ｃ Ｄ 

（植込型除細動器） 

ペースメーカ市場の推移（数量） （単位：個） 

（出典）Ｒ＆Ｄ「医療機器・用品年鑑2013年版」 23 

除細動器市場の推移（数量） （単位：個） 

〔治療イメージ〕 



大動脈瘤 

ステント 
グラフト 大動脈瘤 

 心臓血管外科関連（ＣＶＳ） 

ステント 
グラフト 

ステントグラフト市場の推移（数量） 

（出典）Ｒ＆Ｄ 
「医療機器・用品年鑑2013年版」 24 

ステントグラフト内挿術 
  大動脈瘤等を血管内から治療する低侵襲治療法 

〔血管内治療イメージ〕 

予 

ステントグラフト 

（単位：個） 



 末梢血管疾患関連（ＰＰＩ） 

経皮的末梢血管形成術 
  下肢動脈等の血流悪化を治療する低侵襲治療法 

ＰＰＩ市場の推移（数量） 末梢血管用ステント 
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（単位：千個） 

（出典）Ｒ＆Ｄ「医療機器・用品年鑑2013年版」 

466,000 

予 



 糖尿病関連（ＤＭＳ） 

インスリンポンプ療法の普及推進 
糖尿病潜在患者は2,210万人 

日本のインスリンポンプ普及率は１％未満 

インスリンポンプ 

血糖値変動の測定データを
もとにインスリンの持続注入
を行う。 

（出典）  Novo Nordisk Pharma Ltd.  Online DITN 第386 号（2010年）により当社作成 

（％） 

※日本以外は2005年調査の数値 

 日本      英国      チェコ    スイス   ｽｳｪｰﾃﾞﾝ   オランダ    ドイツ    ｲｽﾗｴﾙ    米国 

インスリンポンプの使用率（１型糖尿病患者） 
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１.心疾患関連製品の拡大 
新しい治療法の普及促進 

新製品、高付加価値製品の拡大 

２.治療領域の拡大 
低侵襲治療を心臓以外へ拡大 

３.地域、顧客の拡大 
Ｍ＆Ａ含め、全国主要都市への展開 

 成長戦略 
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2014年３月期 第３四半期 決算概要 
 



売上高、利益ともに会社計画を達成 

 2014年３月期 第３四半期実績 

2013年4-12月期 百分比
2012年4-12月期

参考： 2社合算

 売   上   高 35,455 100.0% 30,829

 営 業 利 益 1,740 4.9% 1,439

 経 常 利 益 1,751 4.9% －

 四半期純利益 1,442 4.1% －

  １株当たり四半期純利益 （円） 100.47 － －

  １株当たり純資産 （円） 756.02 － －
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（単位：百万円） 



 連結損益計算書 

2013年4-12月期（百万円） 　　　　　　　　　　　百分比（％）

売上高 35,455 100.0

 　売上原価 30,811 86.9

売上総利益 4,643 13.1

 　販売管理費 2,903 8.2

営業利益 1,740 4.9

 　営業外収益 13 0.0

 　営業外費用 2 0.0

経常利益 1,751 4.9

 　特別利益 377 1.1

 　特別損失 0 0.0

税前利益 2,128 6.0

 　税金費用 685 1.9

四半期純利益 1,442 4.1
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 決算のポイント 

• すべてのセグメントで症例数
が増加 

 
• 特にＣＲＳ、大型機器が計画

を上回る 
 

• 心臓以外の領域も２桁増収 
 

• 前期の人員増強、新設営業所
の寄与（3.6％増収効果） 

売上高 

＋１５％ 
（２社合算前年同期比） 
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30,829 



 決算のポイント 
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1,439 

営業利益 

＋２１％ 
（２社合算前年同期比） 

• 売上構成比の変化により、粗
利益率は横ばい 

 
• 増収およびコストコントロール

による営業利益率の改善 
 

 



 決算のポイント 

経営統合に伴う 
特別利益377百万円を計上 
 

（内訳）  
 負ののれん発生益 197百万円 
 テスコ株の差益     180百万円 

当期純利益 
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１４.４億円 



 セグメント別概況 

連結セグメント別売上高 
売上高（百万円)

2013年4-12月期 数量 金額

14,546 +5.6 +5.5

6,198 +20.9 +24.7

3,943 +9.2 +13.9

1,919 +22.3 +10.5

1,073 +27.8 +23.8

387 - +4.3

3,018 - +57.7

4,367 - +17.6

35,455 - +15.0

 脳外科関連

 糖尿病関連（ＤＭＳ）

 大型機器

 その他

 合計

 虚血性心疾患関連（ＰＣＩ）

 心臓律動管理関連（ＣＲＳ）

 心臓血管外科関連（ＣＶＳ）

 末梢血管疾患関連（ＰＰＩ）

売上高伸長率　（％）
　　セグメント別売上高
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市場動向 

 虚血性心疾患関連（ＰＣＩ） 

ＤＥＳ（薬剤溶出型ステント）の普及により、再狭窄率
が減少し、市場全体の症例数は2012年に微減 

今期の主な取り組み 

当社顧客施設の症例数が増加 
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主要顧客施設に対して増患施策の提案 

医療連携支援を強化 



 心臓律動管理関連（ＣＲＳ） 

ＭＲＩ対応型ペースメーカが市場を席巻 

 ＩＣＤ、ＣＲＴＤ、 アブレーションは診療報酬増額等により、
症例数が拡大 

高価格のＭＲＩ対応型ペースメーカの拡販 

新規顧客開拓、Ａ-ｆｉｂ(心房細動)治療の啓蒙活動 
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• ＭＲＩ対応型が、ペースメーカ売上高の48％に拡大 
• ＩＣＤ、ＣＲＴＤ、ＥＰ・アブレーションも好調に推移 

市場動向 

今期の主な取り組み 



 心臓血管外科関連（ＣＶＳ） 

顧客施設に対して施設認定取得や集患施策の提案 

新規顧客開拓を強化 

ステントグラフト内挿術の診療報酬の増額等により、
市場が拡大 

心臓大血管手術数は微増  
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今期の主な取り組み 

新規認定施設の増加により、症例数が増加 

市場動向 



 末梢血管疾患関連（ＰＰＩ） 

末梢血管用ステントの新製品が保険適用（適用領域の拡大） 

経皮的シャント拡張術の診療報酬（手技料）新設 

症例開始に向けて顧客支援、新規顧客開拓を強化 

市場動向 

今期の主な取り組み 

循環器科から当社グループの院内シェアが拡大、 
顧客施設の症例数が増加 
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 糖尿病関連（ＤＭＳ） 

新規顧客を積極的に開拓 

インスリンポンプ療法の啓蒙活動強化 

糖尿病による合併症（循環器疾患）に対するサポート強化  

インスリンポンプのレンタルは29％増収 
その他関連製品の減収によりＤＭＳセグメントでは小幅増収 

インスリンポンプの認知度が向上 

新規参入により、インスリンポンプ市場は拡大する見通し 

今期の主な取り組み 

市場動向 
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金額 構成比

流動資産 21,680 88.2

 現金･預金 6,405 26.0
 売上債権 13,481 54.8
 商品 1,366 5.6
 その他流動資産 426 1.7

固定資産 2,912 11.8

資産合計 24,592 100.0

流動負債 13,376 54.4

 仕入債務 12,672 51.5
 未払法人税等 255 1.0
 その他流動負債 448 1.8

固定負債 364 1.5

負債合計 13,740 55.9

純資産合計 10,852 44.1

負債・純資産合計 24,592 100.0

（単位：百万円、％）
2013年12月末

 連結貸借対照表  

経営統合後も無借金経営を継続 
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2014年３月期 業績予想 
 



 2014年３月期 通期予想 
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通期予想は期初計画通り 
（単位：百万円） 

2013年３月期
     金額   百分比（％） 参考値：２社合算

売 上 高 45,580 100.0 42,346

営 業 利 益 2,280 5.0 2,047

経 常 利 益 2,288 5.0 －

当 期 純 利 益 1,597 3.5 －

1株当たり純利益（円） 111.26 － －

1株当たり配当金（円） 32 － －

2014年３月期 （予想）



 業績予想のポイント 
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売上高 

＋８％ 
（２社合算前期比） 

42,346 

• 償還価格の改定がなく、   
症例数増による販売数量増 

 
• 院内シェアの拡大、      
ＣＲＳ・ＣＶＳおよび      
心臓以外の領域の拡大 
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2,047 

• 販売数量増や一括買取    
による仕入コストの低減 

 
• コストコントロールによる      

営業利益率の改善 
 

 

 業績予想のポイント 

営業利益 

＋１１％ 
（２社合算前期比） 



 配当方針 

業績、経営基盤の強化および将来の事業展開等を 
総合的に勘案しながら 

配当性向３０％以上を目指します 
  

 

2014年３月期 配当金予想 

期末 ３２円  
 

配当性向 ３２％ 
（特別利益を除く実質ＥＰＳ ９９円に基づく） 
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 下期のトピック      

ＴＡＶＩ （経カテーテル大動脈弁植込術） 
2013年10月より保険適用 

大動脈弁狭窄症をカテーテルで治療 
従来の心臓外科手術に代わる低侵襲治療 

バルーン拡張型人工生体弁セット (公定価格 ￥4,5３0,000) 
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 下期のトピック  
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ＴＡＶＩの手技には、内科と外科的要素が必須 

医療現場では診療科の領域を越えた 
ハートチーム結成の動き  

ハイブリッド手術室の需要  

ハード面、ソフト面でもハイブリッド化を支援 
  （2013年5月 ウイン・インターナショナル 一級建築士事務所登録）  



 ハイブリッド手術室  
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（単位：億円） （単位：百万円） 
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 業績の推移 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

0

100

200

300

400

500

売上高（W)：左軸 売上高（T)：左軸 経常利益：右軸 当期純利益：右軸

2014年３月期よりウイン・パートナーズとして更なる成長 

（注） 1999年3月期～2013年3月期はウイン・インターナショナル業績、2014年3月期はウイン・パートナーズ業績予想（連結） 



ＷＩＮ Ａ ＢＥＴＴＥＲ ＱＵＡＬＩＴＹ ＯＦ ＬＩＦＥ 
すべての人にベター・クオリティ・オブ・ライフ 

この資料は投資家の参考に資するため、ウイン・パートナーズ株式会社（以下､当社） 
の現状をご理解いただくことを目的として当社が作成したものです。 
当資料に記載された内容は、2014年2月27日現在において一般的に認識されている 
経済・社会等の情勢および当社が合理的と判断した一定の前提に基づいて作成されて 
おりますが、経営環境の変化等の事由により、予告なしに変更される可能性があります。
投資を行う際は、投資家ご自身の判断でなさるようお願いいたします。 

本資料に関するお問合せ先 

ウイン・パートナーズ株式会社 

社長室 ＩＲ 

 ＴＥＬ： 03-6895-1234 ＦＡＸ：03-5688-0891 

ＨＰ：ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｗｉｎ-ｐａｒｔｎｅｒｓ.ｃｏ.ｊｐ 


